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自記入 式発達障害チ ェ ッ クシ
ー

トの 有効性の 検討

　　　学校生活 に困難をかか える生徒支援の ため に
一

杉村 　直美 （愛知 県 立 目進 西 高 等学校 ）

0 ．個人的な問題意識

　2006年 に発達障害児支援をふ くむ特別支援教育法が

制定され、学校現場におい て も 「特剔支援教育」の 講習

や 「特別支援コ
ー
ディネーター」の 設置が義務づ けられ

る よ うにな っ た。しか し、現実に は、とくに報告者が 勤

務する高等学校におい て、「糊 rj支援」は容易で は ない。

　養護教諭 と して 、担任教諭や教科担任に支援を働 きか

ける とき 「特別扱い は で きない 」 「生徒を甘や かす こ と

になる」 と却下され るケース はおおい。さらには 「義務

教育で はない のだ か ら、勉強の 苦手 な生徒が、わ ざわ ざ

『ふ つ う』の 高校に こ な くて も」と言われて しまうこ と

す らあ る。こ うした教員と 「特別支援教育の 意義 とい

っ た 「正論」 を戦 わす こ とは、職揚にお け る人間関係の

悪化をまねきこそすれ、生徒に とっ て利はない。

　そ うした 状況 下 で は発達障害の 特徴理 解 と個別 の 生

徒の 特闘 巴握の ための
一
助として、自記入 式チ ェ ッ クシ

ー
トの 利用が有効と考えられ る。特別支援教育に否定的

な教員で あっ て も、個々 の 生徒に関心の ない 教員はい な

い か らで ある。しか し、観 のか ぎ り発騨轄 当諸 を

対象 と した 自記入式 チ ェ ッ クシ
ートは 存在 しない。そ こ

で 筆者は有志 の 養護教諭を組織 し、質問紙 を試作 した。

1，既存の チ ェ ッ クシ
ー

トの 比較検討

　基礎資料とするた め、まず学校 現場に お い て 使用頻度

の た かい 、文科省作成の チ ェ ッ ク リス ト
1
をは じめ、自

閉症、H）、  に関す るDSM−IVや 1〔D−10によ る診断基

準、評 価シート、ス ク リーニ ング質問紙な どを網羅的に

収集し、比較検討 した。

　以下、それ ぞれ の チ ェ ッ クシ
ー

トか ら、
一
部 を抜き書

き して みる （数字は、チ ェ ッ クシ
ー

トの 中の 番号）。

文科省の チェ ク リス ト：

　36 「指示 に従えず、また仕事を最後まで続けない 」

　37 「学習や活動を1圓芋立て てす るこ とが難 しい 」

　38 「集中 して努力 しなければ な らな い 課 題 （学校の 勉

　　強や 宿題 等）を避ける」

コ
ープ ラン ドの チ ェ ッ ク リス ト

Z
：

1
　2  2 年実施の 「通常学級に在籍する特男IJな教育的支援 を必

要 とす る児童 生徒に 関する全国謁査」 時に作成 されたもの 。
2E

．D．コ
ー

プ ラン ド編　田中康雄監修 2004 『教師の ための

　 IV≒2 「口答えをす る」

　rv−3 「社会の
一
般的な行動規範を無視する」

　IV−4 「『忘れ た』とい う言い 訳をす る （わ ざと）」

　rVL5 「頻繁に注 目の 的にな りたが る」

ASげ：

21．

22．

23．

「あなたに食べ 物以外の 物で もわ けて くれま した

か ？1

「自分の好きな遊び にあなたを誘い ま したか ？」

「あな たが悲しん だ り痛がっ た りして い ると慰めて

くれましたか ？」

上記か らわか るこ とは以下の 2点 で あ る。  評価す る

主体は 医療者や教師、保護者 とい っ た観察者であ る。 

観察者が、対象とな る子 どもの 「不適切」 な言動を数え

上げて い くこ とで、「発 達障習 」 と評価され る しくみ に

な っ て い る。つ ま り、発達障害に か かわ るチ ェ ッ クシ
ー

トとは、観察者が 「健常者」 か らの 「逸脱」 の 程度を判

lD ・俎 H）教育支援マ ニ ュ ア ル』明石 書店
3
大六

一志 2004「自閉症ス ク リ
ー

ニ ン グ質問紙目本語版の 開発」

『国立特殊教育総合研究所分室
一
般研究報告書』pp．19−34

4
発達障害 とは、ディス ク レ ア 、ADHD 、高機能 自閉症などの

総称 として通常使用されてお り、本報告もそれに従う。しか し、
ある個人 にみ られ る特 徴は、こ れ らの 徽 が さま ざまに組みあ

っ て い るこ とが 多く、専門家に もそ の 判断 齲 では ない とさ

れてい る。また、併症 しやすい もの と して 「行為 璋害 」 「うっ

病」 「トゥ レ ッ ト症儻 洋」 「不安障害1 「反抗擁戦性障害」 「反社

会性人格障害J な ど、さまざまな疾患名 があげられてい る （え

じそん くらぶ奈良 「ポ ッ プ コ ーン 」 編 2CO2『親と医師、教師

が語 るADIHD の 子 育て
・医療 ・教育』ク リエ イ ツか もがわ、

pp．92−105）。さらに、自閉症に関して は、現在 「自閉症スペ ク

トラム 」 とい う概念が もちい られる ことが→ 投的であ り、高機

能自閉症、ア ス ペ ル ガ
ー、広汎性発達障害は この ス ペ ク トラム

内の バ リエ ーシ ョ ン として 考えられて い る。 しか し、名称 とそ

の 特徴の くみあわせ につ い ては、医学関係者の問 で も同 意が あ

るわけで はない （内山登 紀夫他編 2002『高機能自閉症 ・アス

ペ ル ガー入門一正 しレ理 解と対応のために』中央法規、p．7）。
さらにた とえはシJ擇 勲 20σ7（『自閉症とは何か 』洋泉初

1
は 「自

閉症」自体を 「障割 と考える ことに疑問を呈してい る。また、
2009年に は文科省よ り 「LD ・学習障害とい っ た診断名は存在

しないた め使用 の際は 注意が 必要 である」旨の 通達がだ された。
anm 、自隴 の駆 】も脚 囎 驚 とされ て い る もの の 、正
確にはわか っ て い ない 。こ うした槻 兄を考慮すると、「匹轄 1

概 念とは、人為的に ある 目的をも っ て 「つ く られ た 1 もの で あ

るこ とが わか る。こ こ では 論じない が、報告者は、「発達障書」

とは 「学校生浩不適応症候群」で ある と読み か えるべ きだと考

えてい る。この 観 点か らは、生活 困窮家庭やニ ューカ マ
ー、

DV 家庭の 生徒など、さまざまな事情で学咬生活に適応で きな

い 生 徒も、「特 別支援」 の 対象 とみなすこ とが で きる。
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断 す るた め の 道具 とい う意味に お い て、ま さに 「個人モ

デル 」 に即 して作成されて い るこ とがわ かる。

2．障害学の 知見

　 「個人モ デル 」 とはなにカ、 「障害」は従来、「健常者」

とくに医療者に よっ て個人的な問題 とみ なされ、障害者

は本人 あるい はそ の 家族の 努力 に よっ て 「人並み 」に な

るこ とを め ざすべ き存在と位置づ け られ てきた。基 本的

に、障害者は弱音をはい た り、提供される援助に異議申

し立 て を した りす る こ とは許 され て こなかっ た。
これ を

「個人モ デル
5
」 と名づ けて 批判 したの が、障害学で あ

る。ある個人 の 機 能的な問題 よ 個人 に責は ない 。機能

的問題を障害として 放置する社会 （行政だ けで なく、社

会の 構 成 員全 体）の あ り方に こ そ問題 があ るとす る 「社

会モ デル 」が主張された。さらに、「ありの ままを認め、

受け入れて もらい たい 」 「障害者 には障害者の 文化があ

るの tt6」 とい う 「障害の 文化」 （「文化モ デ ル 」）を主張

する もの も出現 した。現在では、これも含めて 「社会 モ

デル 1 とよん で い る
7。

3．学 校文 化 と 「個 人モ デル 」

　前述の ように 「個人モ デル 」 とは、基準を 「健常者」

にお き障害者が、医療技術／個人的努力／周囲の 援助に

よ っ て 「健常者」に近づ くの を当然とす る考え方で ある。

こ の モ デル は 「健常者」 中心思考とい う点で、学校文化

との親稠 生が み とめ られ る。学 校 とは、腱 常者 1 を基

準として 、「健常者1 に 「平等」 となる よう成績の つ け

方、評価の 仕方、集団行動の 取 り方 な ど細斜 こ制度化 さ

れ て い る。そ の制度 にの りきれ ない 者は 「逸脱者」 とし

て 問題視 され る。「逸脱者」 は さ らに 「糊 l！扱い 」 を要

す る 「障害者亅 か 「特別指導」 が 必要 な 「怠学者」 に分

類され る。どち らも 「個人的な努九 がみ とめ られ た場

合 にの み、学校の構成員として再編入 される。

　現在の 学校に お ける 「平等」 とは、学校内に お け る生

徒の 取 り扱い を均
一

にする とい う意味で ある。そ こに、

個 々 の背景を考慮 し、「特別扱い」 する余地 はない
3
。教

員は 「特別扱い 」を嫌 う。 それ は、ある種 「障害者」 の

よ うな 「か わい そうな
9
」 生徒 にの み用意 され てい る措

置 である。しか し 「発達障書」は外観 上の特徴をもたな

い。さらに、検討 した チェ ッ クシ
ートの 項 目か らも明 ら

か な よ うに、「障害」 とい うよ り 「問題児」「か わっ た 子」

とうけとられが ちな行動特徴が ある。結果的に、現蝪の

教員は 「発達障害1 的傾向をもち、学校不適応特徴を示

す生 徒を 「怠学者」として 「特別指導」の 対象とみ なす 。

　 こ うした ドミナ ン トス ト
ー

リ
ー

の ただ中を生活 して

い る発 響 章害 的傾 向 をもつ 生徒 を、「特男1脂導」か ら 「特

別扱い 」
へ、さらには 「必要な酉己慮に欠けて い る

1°
」対

象 として認知 転換す る契機になる と考えられ るのが 、当

事者の 声を視覚的にア ピール するこ と、つ まり 「学校生

活にお い て 困 っ て い る こ とを当事者た る生徒の 声とし

て 教員に届ける」 こ とで ある。こ れは、「個人モ デル 」

に つ らぬかれた学校文化その もの が 「社会モ デル 」とい

うオル タナテ ィ ブ ス トーリーへ と転 換す るため の 契機

に もなりうると予想される。

5
　 「医療モ デル 」 とよぶ場合もあるが、医療以外の 場で も傾人

的問題 とみな されるケース が あるこ とを明示するために 「個人

モ デル 」 とい う呼び方を採用する研究者 もおおい 。
6

手話を中心に独 自の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン をとる fろ う文化」

の 主張が有名だが、自閉症者たちの メ
ー

リン グリス トに も独 自

の文化がある とい う報告もある （ニ キリン コ XX12 「所属変更

あるい は汚 名返 上と して の 中途診断」 石川准、倉本智明編 『障

害学の 主張』明石書店p．192）
7
　むろん、障害学にお い て も、  脚 ment （機能障害）の 問題

は 「社会モ デルd で完全には解決できない こ とを指摘する論者

もお り、これ ほ ど単純 化 した図式で は語れな い （「祉会モ デル」

の 論理 構造やそ の 限界 性につ い ては、星加良司 卿 『障害と

は何か
一デ ィ ス ア ビ リテ ィ の社会理 論に向けて』生活 書院）に

くわしい）。しか し、た とえば障害当事者や支援にかか わる人

が 障 害」 とい う表記 や 「「障害をもつ 」 とい う言葉に抵抗を

示 し、「障がい」 「障害のあ る」とい う言葉の使用を主 張するケ
ー

ス か らは、「社会モ デル」 は障害当事者
・
関係者の あい だ に

も浸透してい ない と椎測できる。「社会モ デル 」に則せ ば 「障

害」 とは社会が もた らした もの で あ り、個人は障害を 「もたせ

られ て い る」 との 考えにたつ か らだ （竹 内章 郎 0005『い の ち

の 平等論』岩波書店）は、これ を能力論と ともに論 じて い る）。
よっ て、本報告では基 本的 な 「社 会モ デ ル 」を示す に とどめ る。

S
多くの 階層研究が 示すよ うに、家庭の 経済状況とこ どもの 学

校文化へ の 親和牲 は相関 して い る。こ うした現象は、現場の 教

員 も感覚的に理解 してい る。た とえば 報 告者の しる教務主任

は生徒の 翻 1酌 背景情報をえるこ とを拒否して い る。「個人的

な事情きい ちゃ うと、かわい そ うにな っ て 『特別扱い 』した く

な っ ちゃ うか らな「 。それは立場的に まずい んだわ」 と。そ し

て 学校文化に対 し、対抗文化を形成する生徒は、「逸脱者」 と

して 「指導部」 にお くられ てい く。
9
ハ
ー

ラ ン ・レイ ン （長瀬修訳   『善意 の仮凾t　ag能主義 とろ

う文化の 闘い 』現代書館p31）は、障 害者は障害者で ある こ

とを期待され てい る。自らの 役刮を認 め、私 たちが造 り上げる

表象に従 うこ とを求め られ てい る。そ の 見 返 りに、娼婦、麻薬

中毒者、不良 とい う悪の 部類で はなく、病人の 部類に入れて も

らえる。病人や損傷を持つ 者な ら私たちに寛容さを要求する こ

とがで きる。そ して 私たちか らの 『合理的配慮』、私たちの共

感、私 た ちの助 けす らも要 求で き る」 と書く。
10

石川 准 飯D4 『見え ない もの と見 え るもの 一社交 とアシ ス ト

の 匡轄 学』医学書院 p242 ）は、「配慮を必要 としない 多くの 人々

と、特別な配慮を必要 とする少数の 人々 が い る」 とい う
一
艦

観念を否定 し、実際に は 「すで に配 慮され て い る人 々 と、い ま

だ配慮され て い な い 人々 がい る」 と主 張 し、ゆえ に 「配 慧の 平

等」 とい う理 念を社会が もっ こ との 重 要性 を説い てい る。
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